別添様式２－１
カリキュラム（居宅介護職員初任者研修課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　５１時間

	1111
	職務の理解
	６
	

	1112
	介護における尊厳の保持・自立支援
	９
	

	1113
	介護の基本
	６
	

	1114
	介護・福祉サービスの理解と医療との連携
	９
	

	1115
	介護におけるコミュニケーション技術
	６
	

	1116
	障害の理解
	６
	

	1117
	認知症・行動障害の理解
	６
	

	1118
	老化の理解
	３
	

	Ⅱ　演習　７５時間

	1211
	基本知識の学習
	10～13
	

	1212
	生活支援技術の講義・演習
	50～55
	

	1213
	生活支援技術演習
	10～12
	

	Ⅲ　講義　４時間

	1119
	振り返り
	４
	




別添様式２－２
カリキュラム（障害者居宅介護従業者基礎研修課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　２５時間

	社会福祉に関する知識（７時間）

	2111
	サービス提供の基本視点
	３
	

	2112
	障害者(児)福祉の制度とサービス
	２
	

	2113
	老人福祉の制度とサービス
	２
	

	ホームヘルプサービスに関する知識と方法（１３時間）

	2114
	ホームヘルプサービス概論
	３
	

	2115
	サービス利用者の理解
	３
	

	2116
	介護概論
	３
	

	2117
	家事援助の方法
	４
	

	関連領域の基礎知識（５時間）

	2118
	医学の基礎知識
	３
	

	2119
	心理面への援助方法
	２
	

	Ⅱ  演習　１７時間

	2211
	共感的理解と基本的態度の形成
	４
	

	2212
	介護技術入門
	１０
	

	2213
	ホームヘルプサービスの共通理解
	３
	

	Ⅲ　実習　８時間

	2311
	 在宅サービス提供現場見学
	８
	


注　講義を通信（オンライン（双方向型）を除く）で行う場合は、面接指導を３時間以上行うこと。
別添様式２－３
カリキュラム（同行援護従業者養成研修一般課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　８．５時間

	3111
	外出保障
	１
	

	3112
	視覚障害の理解と疾病①
	１
	

	
	視覚障害の理解と疾病②
	０．５
	

	3113
	視覚障害者（児）の心理
	１
	

	3114
	視覚障害者（児）福祉の制度とサービス
	１．５
	

	3115
	同行援護の制度
	１
	

	3116
	同行援護従業者の実際と職業倫理
	２．５
	

	Ⅱ　講義・演習　３．５時間

	3211
	情報提供
	２
	

	3212
	代筆・代読①
	１
	

	
	代筆・代読②
	０．５
	

	Ⅱ　演習　１６時間

	3311
	誘導の基本技術①
	４
	

	
	誘導の基本技術②
	３
	

	3312
	誘導の応用技術（場面別・街歩き）①
	４
	

	
	誘導の応用技術（場面別・街歩き）②
	１
	

	3313
	交通機関の利用
	４
	




別添様式２－４
カリキュラム（同行援護従業者養成研修応用課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　６時間

	4111
	サービス提供責任者の業務
	１
	

	4112
	様々な利用者への対応
	１
	

	4113
	個別支援計画と他機関との連携
	１
	

	4114
	業務上のリスクマネジメント
	１
	

	4115
	従業者研修の実施
	１
	

	4116
	同行援護の実務上の留意点
	１
	


注　講義を通信（オンライン（双方向型）を除く）で行う場合は、面接指導を１時間以上行うこと。

別添様式２－５
カリキュラム（全身性障害者移動介護従業者養成研修課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　１２時間

	5111
	ホームヘルプサービス概論
	２
	

	5112
	ホームヘルパーの職業倫理
	１
	

	5113
	ガイドヘルパーの制度と業務
	１
	

	5114
	障害者（児）福祉の制度とサービス
	２
	

	5115
	障害者（児）の心理
	１
	

	5116
	重度肢体不自由者（児）における障害の理解
	１
	

	5117
	介助に係わる車いす及び装具等の理解
	１
	

	5118
	姿勢保持について
	１
	

	5119
	コミュニケーションについて
	１
	

	5120
	事故防止に関する心がけと対策
	１
	

	Ⅱ　演習　４時間

	5211
	抱きかかえ方及び移乗の方法
	３

	

	5212
	車いすの移動介助
	
	

	5213
	生活行為の介助
	１
	




別添様式２－６
カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修基礎課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　３時間

	6111
	重度の肢体不自由者の地域生活等に関する講義
	２
	

	6112
	基礎的な介護技術に関する講義
	１
	

	Ⅱ　実習　７時間

	6211

	基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技術に関する実習
	５

	

	6212
	外出時の介護技術に関する実習
	２
	




別添様式２－７
カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修追加課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　７時間

	7111

	医療的ケアを必要とする重度訪問介護利用者の障害及び支援に関する講義
	４

	

	7112
	コミュニケーションの技術に関する講義
	２
	

	7113
	緊急時の対応及び危険防止に関する講義
	１
	

	Ⅱ　実習　３時間

	7211
	重度の肢体不自由者の介護サービス提供現場での実習
	３
	


注　講義を通信（オンライン（双方向型）を除く）で行う場合は、面接指導を１時間以上行うこと。

別添様式２－８
カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修統合課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　１１時間

	8111
	重度の肢体不自由者の地域生活等に関する講義
	２
	

	8112
	基礎的な介護技術に関する講義
	１
	

	8113
	コミュニケーションの技術に関する講義
	２
	

	8114

	喀痰吸引を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義・緊急時の対応及び危険防止に関する講義①
	３

	

	8115

	経管栄養を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義・緊急時の対応及び危険防止に関する講義②
	３

	

	Ⅱ　演習　１時間

	8211
	喀痰吸引等に関する演習
	１
	

	Ⅲ　実習　８．５時間

	8311

	基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技術に関する実習
	３

	

	8312
	外出時の介護技術に関する実習
	２
	

	8313
	重度の肢体不自由者の介護サービス提供現場での実習
	３.５
	



注　上記の内、介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修事業における「基本研修」に相当する科目（8111・8114・8115・8211）については、「平成23年度介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修事業（特定の者対象）の実施について」（平成23年11月11日付け障発1111第2号。厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通知）及び「喀痰吸引等研修実施要綱について」（平成24年3月30日付け社援発0330第43号。厚生労働省社会・援護局長通知）に準じて行うこととし、講義（11時間）修了後、筆記試験を行うこと。
　　また、講義を通信（オンライン（双方向型）を除く）で行う場合は、面接指導を１時間以上行うこと。


別添様式２－９
カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修行動障害支援課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　６.５時間

	9111
	強度行動障害がある者の基本的理解に関する講義
	１.５
	

	9112

	強度行動障害に関する制度及び支援技術の基礎的な知識に関する講義
	５

	

	Ⅱ　演習　５.５時間

	9211
	基本的な情報収集と記録等の共有に関する演習
	１
	

	9212

	行動障害がある者の固有のコミュニケーションの理解に関する演習
	３

	

	9213
	行動障害の背景にある特性の理解に関する演習
	１.５
	


注　講義を通信（オンライン（双方向型）を除く）で行う場合は、面接指導を１時間以上行うこと。

別添様式２－１０
カリキュラム（行動援護従業者養成研修課程）
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　１０時間

	10111
	強度行動障害がある者の基本的理解に関する講義
	１.５
	

	10112

	強度行動障害に関する制度及び支援技術の基礎的な知識に関する講義
	５

	

	10113
	強度行動障害がある者へのチーム支援に関する講義
	３
	

	10114
	強度行動障害と生活の組立てに関する講義
	０.５
	

	Ⅱ　演習　１４時間

	10211
	基本的な情報収集と記録などの共有に関する演習
	１
	

	10212

	行動障害がある者の固有のコミュニケーションの理解に関する演習
	３

	

	10213
	行動障害の背景にある特有の理解に関する演習
	１.５
	

	10214
	障害特性の理解とアセスメントに関する演習
	３
	

	10215
	環境調整による強度行動障害の支援に関する演習
	３
	

	10216
	記録に基づく支援の評価に関する演習
	１.５
	

	10217
	危機対応と虐待防止に関する演習
	１
	


注　講義を通信（オンライン（双方向型）を除く）で行う場合は、面接指導を１時間以上行うこと。

別添様式２－１１
カリキュラム（強度行動障害支援者養成研修（基礎研修））
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　６.５時間

	11111
	強度行動障害がある者の基本的理解
	１.５
	

	11112
	強度行動障害に関する制度及び支援技術の基礎的な知識
	５
	

	Ⅱ　演習　５.５時間

	11211
	基本的な情報収集と記録等の共有
	１
	

	11212
	行動障害がある者の固有のコミュニケーションの理解
	３
	

	11213
	行動障害の背景にある特性の理解
	１.５
	




別添様式２－１２
カリキュラム（強度行動障害支援者養成研修（実践研修））
	科目
番号
	科目名
	時間
	標準カリキュラムから
変更する場合の
科目名及び時間数

	Ⅰ　講義　３.５時間

	12111
	強度行動障害がある者へのチーム支援
	３
	

	12112
	強度行動障害と生活の組立て
	０.５
	

	Ⅱ　演習　８.５時間

	12211
	障害特性の理解とアセスメント
	３
	

	12212
	環境調整による強度行動障害の支援
	３
	

	12213
	記録に基づく支援の評価
	１.５
	

	12214
	危機対応と虐待防止
	１
	



